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2019（平成31年）
No. 155

主な内容

（１月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 5,206 （＋ 15）
人　 口 ５万 3,673 （＋ 15）
男 ２万 5,239 （＋ ９）
女 ２万 8,434 （＋ ６）

出　 生 34
死　 亡 49
転　 入 112
転　 出 80
その他異動 ２



①鹿児島空港から桃園国際空港（台湾）まで
　飛行機で約 2時間 10 分

②桃園国際空港駅から高鉄桃園駅まで
　バスで約 15 分

③高鉄桃園駅から高鉄台中駅まで
　高鉄（新幹線）で約 40分

④高鉄台中駅から埔里鎮まで
　バスで約 60分
　

埔里鎮までの行き方

コウテツ

トウエン

順天の旅Suncheon

　埔
里
は
１
９
９
９
年
に
大
震

災
を
経
験
し
て
お
り
︑
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
経
験
し
た
日
本
と
台

湾
の
交
流
に
よ
り
︑
紙
管
を
使
用

し
た
教
会
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
︒

　阪
神
淡
路
大
震
災
後
︑
紙
管

を
使
用
し
た
教
会
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
︒
現
在
は
台
湾
の
震
災

復
興
の
象
徴
と
し
て
︑
住
民
か

ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　埔
里
鎮
に
は
︑﹁Feeling 18

﹂

﹁conaʼ
s

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
﹂
と

い
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
専
門
店

が
あ
り
︑
お
土
産
と
し
て
人
気

が
あ
り
ま
す
︒

　埔
里
鎮
か
ら
バ
ス
で
約
40
分

で
行
け
る
台
湾
最
大
の
湖
︒
台

湾
屈
指
の
美
し
い
景
観
を
誇
り
︑

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て

も
人
気
で
す
︒

　台
湾
南
投
県
埔
里
鎮
と
本
市

は
︑
２
０
１
７
年
５
月
31
日
に

姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
︒

そ
の
後
︑
埔
里ButterFly

交
響

楽
団
と
出
水
中
央
高
校
と
の
合

同
演
奏
会
や
︑
埔
里
鎮
の
紹
介

で
15
ⅿ
の
龍
の
ラ
ン
タ
ン
が
南

投
県
か
ら
寄
贈
さ
れ
︑
い
ず
み

マ
チ
・
テ
ラ
ス
に
展
示
さ
れ
る

な
ど
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　埔
里
鎮
は
︑
台
湾
の
中
心
に

位
置
し
︑
台
湾
地
理
中
心
碑
も

あ
り
ま
す
︒
四
方
を
山
に
囲
ま

れ
た
盆
地
で
︑
標
高
は
３
８
０

ⅿ
以
上
で
す
︒面
積
は
︑１
６
２
．

２
２
７
平
方
キ
ロ
ⅿ
で
︑本
市
の

大韓民国順天市の
　3つ　の
おススメポイント

1

2

3

梅の香りに誘われて

紙の教会
　 桃米巷 52 之 12 號
　 営業時間　平日 09:30-18:00 休日 09:00-20:00

チョコレート工房
　 埔里鎮内各店舗
　 営業時間　店舗により異なる

日月潭
　 南投縣魚池鄉
　 営業時間　各施設により異なる

順天市への交通案内
①仁川空港到着 ( ソウル )⇒光明駅（空港バス 60 分）
　  ⇒順天駅（KTX2 時間 30 分～ 3 時間）
②金海空港到着（プサン）⇒金海旅客ターミナル
　  ⇒順天バスターミナル
①電鉄で：空港駅（金海空港）⇒鳳凰（ボンファン）駅⇒（徒歩で） 
　金海旅客ターミナル（所要時間：２４分）
②バスで：金海旅客ターミナル⇒順天バスターミナル
　（所要時間：2 時間 5 分）

順天へ行こう！

約
半
分
で
す
が
︑
人
口
は
約
8

万
１
千
人
で
す
︒
平
均
気
温
は
︑

21
度
で
︑
寒
暖
差
が
少
な
く
︑

冬
は
暖
か
く
︑
夏
は
涼
し
い
た

め
︑
生
活
し
や
す
い
環
境
に
あ

り
︑
多
種
多
様
な
蝶
の
生
息
地

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　台
湾
一
の
良
質
な
水
質
と
言

わ
れ
︑
紹
興
酒
や
マ
コ
モ
ダ
ケ
︑

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
特
産

品
で
す
︒

　観
光
地
と
し
て
は
︑
中
台
禅

寺
や
虎
頭
山
が
あ
り
︑
近
く
に

は
台
湾
の
観
光
地
と
し
て
有
名

な
日
月
潭
も
あ
り
ま
す
︒

順天市観光サイト

スンチョン

姉妹都市紹介第2弾

埔里の旅

高雄市

台南市

南投県

太平洋

台湾海峡

桃園国際空港

高鉄台中駅
台中市

台北市

高雄市

台南市

台中市

台北市

高雄市

台南市

台中市

台北市

台　湾

埔里鎮

　　　へ行こう！埔里鎮埔里鎮

埔

里

鎮

お
よ

び
周

辺

の
３
つ
の
お
す

す

め
ス
ポ

ッ
ト

観　光

お土産

自　然

鹿児島から埔里鎮への行き方

순천
プーリー

プーリーに行きタイワン

台湾

プ
ー
リ
ー
チ
ン

ち
ゅ
う
た
い
ぜ
ん

ふ
ー
と
う
さ
ん

し
ょ
う
こ
う
し
ゅ

ち
ょ
う

に
ち
げ
つ
た
ん

じ
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新
春
を
迎
え
た
１
月
５
日
、
市
文

化
会
館
で
出
水
市
成
人
式
が
行

わ
れ
、
新
成
人
４
７
５
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
友
人
な
ど
と
の
久
し
ぶ
り
の
再

会
に
盛
り
上
が
り
、
ま
た
、
家
族
や
中

学
時
代
の
恩
師
を
は
じ
め
、
多
く
の
方

が
祝
福
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
新
成
人
か
ら
な
る
成
人
式

実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
、
新

成
人
へ
の
祝
福
や
家
族
へ
の
感
謝
の
手

紙
の
朗
読
、「
二
十
歳
の
決
意
」
の
写

真
撮
影
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
そ
ば

で
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
家
族
に
対
し

感
謝
の
気
持
ち
を
抱
く
と
同
時
に
、
成

人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
再
認
識
す

る
式
典
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
９
年

成
人
式

新成人に

をインタビュー！
「20 歳の決意」

成人式実行委員会の皆さん
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２
月
１
日
か
ら
市
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚

姻
届
と
出
生
届
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

届
出
書
は
、「
記
入
例
」、

「
提
出
用
」、「
記
念
用
」
の

３
枚
１
組
で
、「
記
念
用
」

は
市
役
所
に
提
出
し
た
後
も

手
元
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
婚
姻

届
は
、
落
ち
着
い
た
ピ
ン
ク

色
に
夫
婦
仲
の
良
い
鶴
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
生
届
は
、
明
る
い
黄
色

に
か
わ
い
ら
し
い
鶴
と
カ
ラ

フ
ル
な
風
船
や
シ
ャ
ボ
ン
玉

で
彩
ら
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら

も
本
市
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。（
下
方
デ

ザ
イ
ン
の
と
お
り
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
届
出
書
の

「
記
念
用
」
に
は
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
記
入
欄
や
写
真
を
貼

る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
・
出
生
届
完
成

　

出
生
届
に
は
新
生
児
の
手

形
や
足
形
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

本
市
で
婚
姻
さ
れ
る
方
や

出
産
さ
れ
る
方
に
お
祝
い
と

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
作

成
し
た
届
出
書
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所

○
婚
姻
届

　

本
庁
市
民
生
活
課

　

各
支
所
総
合
市
民
課

　

市
内
の
式
場
、貸
衣
装
店
、

　

写
真
館
等

　

※
す
べ
て
の
店
舗
で
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。（
設
置
を
希

　

望
さ
れ
る
事
業
所
が
ご
ざ

　

い
ま
し
た
ら
お
申
し
出
く

　

だ
さ
い
。）

○
出
生
届

　

本
庁
市
民
生
活
課

　

各
支
所
総
合
市
民
課

　

境
田
医
院

　

広
瀬
産
婦
人
科
医
院

※
配
布
は
無
料
で
す
。

婚
姻

出
生

【
提
出
用
】

【
提
出
用
】

【
記
念
用
】

【
記
念
用
】

　

大
切
な
記
念
の
日
に
市
役
所

で
記
念
撮
影
し
ま
せ
ん
か
？

　

本
市
で
は
、
ご
結
婚
や
お
子

さ
ま
の
ご
出
産
等
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
大
切
な
記
念
の

日
を
思
い
出
に
残
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
２
月
か
ら
本
庁
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
、
高
尾
野

支
所
（
高
尾
野
公
民
館
）、
野

田
支
所
に
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ォ
ト

ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

　

庁
舎
ご
と
に
デ
ザ
イ
ン
の
異

な
る
ブ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
、
庁
舎
に
よ
っ
て
一
味
違

う
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

本
市
な
ら
で
は
の
撮
影
用
小

物
等
も
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
撮
影

機
器
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
デ

ジ
カ
メ
等
）
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。）

　

ご
家
族
や
大
切
な
人
と
の
思

い
出
づ
く
り
に
ぜ
ひ
メ
モ
リ
ア

ル
フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

 

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
☎
�
４
０
３
８
）
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会場会場

赤い羽根共同募金と社協への寄付金により行われます。

※録音・撮影はできませんのでご了承ください。

会場

スタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリースタンプラリー

消防車・救急車もくる
よ！

広げよう学びの輪！起こそうボランティアの風！

主催：出水市、出水市教育委員会、出水市社会福祉協議会

いつでも、どこでも、だれでも、自主的・自発的に学び、ふれあい、
助け合うことにより、安心して暮らせる地域づくりを目指します。

出水市文化会館駐車場 11：30～

福祉バザー
タオル･せっけんや食器など
●うどん　●豚汁　●カレー
●炊き出しごはん・わたあめ・お茶の無料サービス
多数準備いたしますが品切れの場合はご容赦ください

出水市文化会館 8:50 開場／ 9:20 開会／ 9:30 表彰
9:55 活動体験発表／ 10:25 講演／ 11:45 交流演芸発表

活動体験発表 9：55～

11：45～

●西出水小学校のボランティア活動体験発表
●コールメイプルの生涯学習体験発表

交流演芸発表
●ボランティア活動センター登録10団体 
●愛育保育園　●えいふく保育園

パネル展示コーナー
●ボランティア活動団体・推進協力校
●福祉施設や福祉作業所等

パネル展示コーナー
●生涯学習関連事業　●戦争遺跡の紹介
●高齢者大学作品
●北朝鮮による拉致被害者に関するパネル展

福祉体験コーナー
●訪問入浴車・手浴体験
●福祉車両体験
●防災コーナー
　（防災グッズ紹介等） ほか

福祉施設等の特産品販売
●焼きたてパン　●蒸しケーキ
●クッキー　●シフォンケーキ
●カップケーキ　●プリン
●新鮮野菜　●苗物
●腐葉土　●木工製品
●手芸品　●小物
　ほか

献　血
この時期は不足しがち！
みんなの力で命を救おう！
「400mℓ献血」にご協力いただくと
献血オリジナルグッズをプレゼント

笑う家族に福きたる？
講  演  10：25～

放送作家
鈴木 おさむ 氏

演題

中央公民館内
生涯学習体験コーナー
●竹細工体験
●読み聞かせ体験
●かんたん工作体験

福祉体験コーナー
●車いす・手話・点字・妊婦体験
●高齢期疑似体験
●はり，灸体験・相談
●福祉用具体験
●福祉相談コーナー
●スポーツ吹矢体験
●認知症カフェ　ほか

おもちゃ病 院いずみ

おもちゃを無料で修理するボランティア おもちゃリサイクル
（※部品代が必要な場合もあります。） 家で眠っているおもちゃをご提供ください。

（※リサイクルの方法はご一任願います。）

10：30～

お問い合わせ／託児申込先
●出 水 市 生 涯 学 習 課
TEL  0996ｰ63ｰ2200
FAX 0996ｰ63ｰ2202

●出水市社会福祉協議会
TEL  0996ｰ63ｰ2140
FAX 0996ｰ63ｰ4190

E-mail：info@izumi-shakyo.jp
※記載の時間は予定ですので前後する場合があります。一部のコーナーは 14:30 で終了いたします。

入場
無料

託児
あります
※要申込み

9：20～
　　15：00

土

平成31年
2 23

出水市
文化会館
出水市文化町
23番地

体験コーナー等 10：30～
特産品販売等 11：30～

広げよう学びの輪！起こそうボランティアの風！広げよう学びの輪！起こそうボランティアの風！広げよう学びの輪！起こそうボランティアの風！広げよう学びの輪！起こそうボランティアの風！広げよう学びの輪！起こそうボランティアの風！広げよう学びの輪！起こそうボランティアの風！広げよう学びの輪！起こそうボランティアの風！

土土

ボランティアフェスタ
　  生涯学習・福祉平成30年度

出水市

各種コーナー等の利用で、
もれなくプレゼントがあるよ！

会
場

出水市文化会館
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全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
障
が

い
の
あ
る
選
手
が
競
技
等
を
通
じ
、
ス
ポ

ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、

国
民
の
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
推
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
、
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
的
な
祭
典
で
す
。

　

２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
、
そ
れ
ま
で

別
々
に
開
催
さ
れ
て
い
た
「
全
国
身
体
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
と
「
全
国
知
的
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ

ク
）」
を
統
合
し
、
第
１
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

以
降
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
に
開
催

さ
れ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う

に
、
毎
年
国
民
体
育
大
会
終
了
後
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
は
？

第 20 回全国障害者スポーツ大会

　

正
式
名
称
は
「
第
20
回
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」、
愛
称
は

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
大
会
」。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
熱
い
鼓
動　

風

は
南
か
ら
」
で
、「
深
め
よ
う
！

ふ
れ
愛
の
絆
」、「
見
つ
け
よ
う
！

未
来
に
輝
く
夢
と
希
望
」、「
届
け

よ
う
！
熱
い
思
い
」
の
３
つ
を
開

催
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

新たな大会として鹿児島県に！

全国障害者スポーツ大会
シンボルマーク

【会期】2020 年 10 月 24 日（土）～ 26 日（月）

か
ご
し
ま
大
会
に
つ
い
て

　

か
ご
し
ま
大
会
で
は
、
２
０
２
０

年
10
月
24
日
（
土
）
～
26
日
（
月
）

の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
都
道
府
県
・
指
定
都
市
選
手

団
が
参
加
し
、
正
式
競
技
の
個
人
競

技
６
競
技
と
団
体
競
技
７
競
技
お
よ

び
オ
ー
プ
ン
競
技
３
競
技
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
本
市
で
の
開
催
競
技
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
県
内
７
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。 開

催
競
技
に
つ
い
て

第
18
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
」

本
市
出
身
選
手
の
主
な
成
績（
８
位
入
賞
以
上
）

■陸上競技（知）少年
　50 ｍ走　第１位
■同上　　　　　　
　200 ｍ走　第５位

　
坂
上　
楓　
選
手

■水泳（知）青年
　25 ｍ背泳ぎ　第２位
■同上　　　
　50 ｍ背泳ぎ　第２位

　
池
上　
寛
朗　
選
手

　

池
上
選
手
は
、
３
月
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
の
首
都
ア
ブ
ダ
ビ
で
開
催
さ
れ
る
ス
ペ
シ

ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
夏
季
世
界
大
会
出
場

を
前
に
、
１
月
11
日
、
市
長
を
表
敬
訪
問
さ

れ
、大
会
へ
の
意
気
込
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
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 燃ゆる感動かごしま国体出水市実行委員会事務局（国体推進課内）（☎ 63 － 4187）

　

出
水
市
実
行
委
員
会
へ
有
限
会
社
田

口
商
会
様
、
出
水
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

様
か
ら
企
業
（
団
体
）
協
賛
物
品
等
を

い
た
だ
き
、
１
月
22
日
（
火
）
に
実
行

委
員
会
会
長
（
椎
木
市
長
）
か
ら
協
賛

企
業
（
団
体
）
へ
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。

　

国
体
開
催
の
広
報
啓
発
お
よ
び
準
備

に
邁ま
い
し
ん進
し
て
参
り
ま
す
。
ご
協
賛
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

企
業
（
団
体
）
協
賛

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

▷
田
口
商
会
様
か
ら
ご

　

協
賛
い
た
だ
い
た
業

　

務
用
軽
自
動
車

◁
出
水
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

　

ラ
ブ
様
か
ら
ご
協
賛

　

い
た
だ
い
た
啓
発
用

　

看
板

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！

キ
バ
レ
ー

第 20 回
　全国障害者スポーツ大会
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はじめよう！ごみのダイエット♪

　

ご
み
の
捨
て
方
に
は
、
出
し

方
や
出
す
日・場
所
な
ど「
ル
ー

ル
」
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
会
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
自
治
会
で
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
ル
ー
ル
」
が
守
ら
れ
て
い

な
い
ご
み
が
、
自
治
会
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
放
置
さ
れ
る

と
い
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。

　

不
法
投
棄
を
見
か
け
た
場
合

は
、
生
活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
ご
み
減
量
に
関
す
る
ア
イ
デ

　

ア
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
生
活
環
境
課

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

３Ｒ活動に取り組みましょう
　３Ｒとは、ごみを減らすための３つのキーワード。
　３Ｒ活動でごみを減らして環境への負担を少なくし、限りあ
る資源を有効に繰り返し使う循環型社会をつくりましょう。

ご
み
捨
て
の
ル
ー
ル
を

　
　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う

■マイバッグなどを持参し、な
　るべくレジ袋を使わない。

■使い捨てのもの（紙コップ、
　紙皿、割り箸など）をなるべ
　く使わない。
■安いからといって必要以上の
　買い物をしない。衝動買いを
　しない。
■食べ物を残さずに食べきる。
　食べる量だけ買う、または作
　る。

ごみを元から減らす

Ｒ ecycle（リサイクル）
再生利用

Ｒ educe（リデュース）
発生抑制

Ｒ euse（リユース）
再利用

繰り返し使う

資源として再び利用する

■着られる洋服は、人に譲った
　り、　おさがりなどで利用す
　る。

■着られない洋服を雑巾として
　使ったり、広告の裏をメモ用
　紙にする。

■リサイクルの分別回収に協力
　し、ごみではなく資源として
　再び利用する。

■なるべくリサイクル製品を使
　うようにする。

　使い捨て・食べ残しなどは極力減らし、物を大事に使いましょう。
　ごみとして捨てる前に、リサイクルや他の使い道がないかを考えて、できる限り有効活用しましょう。

　その他にも、たくさんのＲがあります。
　●Ｒ efuse（リフューズ）　　
　●Ｒ epair（リペア）　　　　
　●Ｒ eform（リフォーム）　　
　●Ｒ ental（レンタル）　　　

不要なもの、余計なものは「要りません」と断ること。
修理をして再び使用し、長く使うこと。
形を変えて、また使うこと。
一時的なものは買わずに借りて、物を増やさないこと。

３Ｒの優先度

一番大事なことは
Ｒ educe（リデュース）
ごみを出さないこと！ 高

低
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市
文
化
協
会
に
よ
る
「
音
楽
部

春
の
つ
ど
い
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

３
月
10
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
同
４
時

　
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

 

無
料

内
容　
三
味
線
、
和
太
鼓
、
コ
ー

　

ラ
ス
、
大
正
琴
、
能
謡
曲

 

市
文
化
協
会
事
務
局

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

と
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し

て
、
一
緒
に
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
体
験
し
よ
う
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
企
業
・
自
治
体
・

教
育
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
こ
れ

か
ら
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

 

２
月
17
日
（
日
）　

午
後
１
時

　

30
分
～
同
４
時
30
分

　
（
開
場　

午
後
１
時
）

 

出
水
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
室
１
・
２

 

一
般　

３
０
０
０
円

　

学
生　

１
０
０
０
円

内
容

〇
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ゲ
ー
ム
体
験
（
カ
ー

　

ド
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　

の
世
界
観
に
触
れ
ま
す
）

〇
振
り
返
り
（
振
り
返
り
を
通
じ

　

て
、
自
分
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ひ
も

　

づ
け
し
て
い
き
ま
す
）

 

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
ご
案
内

　

し
ま
す
。

・

  

岳
の
学
び
や
（
大
迫
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

take.m
anabiya

　

@
gm

ail.com

　

出
水
に
残
さ
れ
て
い
る
史
料

『
家
い
か
た
書
條
目
』（
文
化
14
年
）

を
も
と
に
、
当
時
の
時
代
背
景
や

　

市
で
は
、
自
伐
型
林
業
研
修
を

開
催
し
ま
す
。

 

第
１
回　

２
月
23
日
（
土
）・

　

24
日
（
日
）（
２
日
間
）

　

第
２
回　

３
月
19
日
（
火
）・

　

20
日
（
水
）（
２
日
間
）

 

野
田
町
内
市
有
林
（
角
石
）

※
前
回
の
研
修
場
所
と
同
じ

 
無
料

内
容　
自
伐
型
林
業
推
進
協
会
に

　

よ
る
作
業
道
開
設
、
選
木
、
伐

　

倒
、
造
材
、
支
線
作
り
等
の
研

　

修
対
象
者　
こ
れ
ま
で
自
伐
型
林
業

　

研
修
に
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る

　

方
ま
た
は
林
業
経
験
の
あ
る
方

定
員　
10
人
程
度

※
２
回
と
も
参
加
で
き
る
方
優
先

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

申
込
期
限　
２
月
８
日
（
金
）

・

 

本
庁
農
林
水
産
整
備
課

　
（
☎
�
４
１
３
４
）

出
水
の
武
士
の
生
活
を
ひ
も
解
い

て
い
き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
聴
講

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

 

２
月
16
日
（
土
）
午
後
２
時

 

市
中
央
図
書
館
研
修
室

 

無
料

定
員　
50
人

演
題　
「
家
訓
か
ら
見
え
る
武
士

　

の
暮
ら
し
方
～
『
家
い
か
た
書

　

條
目
』
を
ひ
も
解
く
～
」

講
師　
出
水
歴
史
民
俗
資
料
館　

　

学
芸
員　

宮
内　

弥
生

 

直
接
ま
た
は
電
話
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

・

 

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
☎
�
０
２
５
６
）

　

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

米
ノ
津
川
の
水
鳥
を
中
心
に
、

た
く
さ
ん
の
野
鳥
に
出
会
え
る

チ
ャ
ン
ス
！

 

２
月
24
日
（
日
） 

　

 

午
前
９
時
～
同
11
時

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
周
辺

集
合
場
所　
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

 

無
料

定
員　
20
人

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

 

２
月
５
日
（
火
）
か
ら
電
話

　

で
受
け
付
け
ま
す
。

・

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

　

み
（
☎
�
８
９
１
５
）

野
鳥
観
察
会

催
　
　
　し

催
　
　
　し

自
伐
型
林
業
研
修

市
文
化
協
会
に
よ
る

　
　
　
　
　
音
楽
の
祭
典

　

国
連
が
採
択
し
た
持
続
可
能
な

開
発
目
標
の
略
称
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）。
遠
い
先
の

誰
か
の
こ
と
で
は
な
く
自
分
の
こ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
わ
か
り
や

す
く
実
感
し
よ
う

２月の植木市
〇出水植木市場（ゴルフ場近く）
　２月２日、12 日、22 日

〇高尾野植木市場（ＪＡ本所近く）
　２月７日、17 日、27 日

セリには誰でも参加できます。
ぜひご来場ください♪

第
２
回
歴
史
講
座
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毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
は
、
行
政
の
仕
事
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言

や
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申

し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
行
政
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

２
月
14
日
（
木
）

※
毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

 

市
社
会
福
祉
会
館

　

２
階
研
修
室

 

無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

　

鹿
児
島
行
政
監
視
行
政
相
談
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
２
４

　

－

３
２
４
７
）

行
政
相
談
委
員
に

　
　
相
談
し
ま
せ
ん
か

相
　
　
　談

相
　
　
　談

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
８
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

こ
の
紙
は

　ぼ
く
が
の
ん
で
た

　牛
乳
パ
ッ
ク

下
水
流
小
学
校
　三
年

　松
尾

　悠
生

ぼ
く
た
ち
が

　い
ま
た
べ
て
る
の
は

　す
べ
て
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　そ
ん
な
命
を

　む
だ
に
し
な
い
。

出
水
中
学
校
　一
年

　林

　慎
之
助

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

　

境
改
善
セ
ン
タ
ー
農
事
研
修
室

 

本
庁
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）

～
発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
と
子

育
て
の
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
～

　

市
で
は
、
子
育
て
健
康
支
援
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
ん
な
子
育
て
で
も
、
悩
み
や

心
配
事
は
つ
き
も
の
で
す
。
子
ど

も
の
発
達
が
気
に
な
っ
た
り
、
集

団
生
活
で
課
題
を
抱
え
て
い
れ
ば

な
お
の
こ
と
。
子
ど
も
に
関
わ
る

全
て
の
人
が
、
子
ど
も
た
ち
の
気

持
ち
に
配
慮
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
気
持

ち
や
行
動
を
理
解
し
、
子
ど
も
の

育
ち
と
子
育
て
の
支
え
方
を
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

 

３
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時

　

～
同
４
時

　

市
で
は
、
こ
の
春
、
小
・
中
学

校
等
へ
入
学
ま
た
は
中
学
校
等
を

卒
業
予
定
の
お
子
さ
ま
を
対
象

に
、
そ
の
門
出
を
祝
う
と
と
も

に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
地
元
商
店
で
学
用
品
等
の

購
入
が
で
き
る
「
教
育
商
品
券
」

（
１
万
円
分
）
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
個
別
に
引
換
券
を

郵
送
し
ま
す
。

交
付
対
象
者

　

本
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
に

住
所
を
有
す
る
保
護
者
で
、
か
つ

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
。

①
本
年
４
月
に
小
・
中
学
校
へ
入

　

学
予
定
ま
た
は
同
年
３
月
に
中

　

学
校
を
卒
業
予
定
の
児
童
・
生

　

徒
。

②
本
年
４
月
に
義
務
教
育
学
校
へ

　

入
学
・
義
務
教
育
学
校
６
年
生

　

か
ら
７
年
生
へ
進
級
予
定
の
児

　

童
ま
た
は
同
年
３
月
に
卒
業
予

　

定
の
生
徒
。

引
換
日
時　
２
月
17
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

引
換
会
場　

本
庁
１
階
多
目
的

　

ホ
ー
ル
ま
た
は
高
尾
野
農
村
環

教
育
商
品
券
交
付

子
　育
　て

子
　育
　て

子
育
て
健
康
支
援

　
　
　
　
　
講
演
会

※
受
付　

午
後
１
時
40
分
～

 

市
役
所
本
庁
舎
１
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

 

無
料

対
象
者　
子
育
て
さ
れ
て
い
る
保

　

護
者
や
子
育
て
に
関
心
の
あ
る

　

方　
演
題

　
「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
を
理
解
す

　

る
」
～
発
達
が
気
に
な
る
子
ど

　

も
と
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
の
た

　

め
に
～

講
師

　

浦
村　

一
秀　

氏
（
荘
記
念
病

　

院
医
師
）

※
託
児
あ
り

 

３
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

 

市
健
康
増
進
課
（
出
水

　

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

　

市
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
た

め
「
第
24
回
定
期
演
奏
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

 

２
月
24
日
（
日
）
午
後
１
時

　

30
分
～
同
３
時
30
分

　
（
午
後
１
時
開
場
）

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

 

無
料

内
容
お
よ
び
曲
目

テ
ー
マ

　
「
歌
で
伝
え
よ
う　

絆
を
未
来
へ
」

第
１
部　
な
つ
か
し
い
心
の
歌

第
２
部　
歌
の
力
で
ほ
の
ぼ
の
と

第
３
部　
歌
で
は
ば
た
け
未
来
へ

ゲ
ス
ト　

男
声
合
唱
ゴ
ー
シ
ュ
、

　

ク
レ
イ
ン
コ
ー
ラ
ス
２
０
１
８

 

本
庁
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

市
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　
定
期
演
奏
会
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耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
建
物

　

の
約
３
割
が
倒
壊
し
ま
し
た
。

　

 

ま
ず
は
、
耐
震
診
断
を
行
い
、

我
が
家
が
地
震
に
対
し
て
ど
の
程

度
の
安
全
性
を
確
保
し
て
い
る
か

調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

補
助
率
（
額
）

耐
震
診
断

　

補
助
率　

３
分
の
２

　

限
度
額　

６
万
円

耐
震
改
修
工
事

　

補
助
率　

23
㌫

　

限
度
額　

30
万
円

※
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
を

　

行
う
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・

 

本
庁
都
市
計
画
課

　
（
☎
�
４
０
６
５
）

　

市
で
は
、
地
震
に
よ
る
建
物
の

倒
壊
等
の
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
工
事
に
係
る
費
用
の
一
部

を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い
ま

す
。

※
昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準

　

で
建
て
ら
れ
た
建
物
は
、
大
地

　

震
に
対
し
て
の
安
全
性
、
耐
震

　

性
が
不
足
し
て
い
る
可
能
性
が

　

あ
り
ま
す
。
熊
本
地
震
の
建
物

　

被
害
が
著
し
い
地
域
で
は
、
旧

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

自
宅
の
健
康
診
断
を

し
ま
せ
ん
か
？

～耐震改修工事の一例～

基礎を強くする

接合部を強くする

○
つ
ぼ
み
は
下
向
き
で
、
開
花
時

　

に
は
上
を
向
き
、
花
が
散
っ
て

　

も
上
向
き
で
す
。

〇
繁
殖
力
が
強
く
、
果
実
（
け
し

　

坊
主
）
に
は
微
細
な
種
子
が
詰

　

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

園
芸
用
の
け
し
の
仲
間
の
ポ

ピ
ー
な
ど
は
、
３
月
下
旬
か
ら
５

月
に
か
け
て
、
色
鮮
や
か
で
美
し

い
花
を
咲
か
せ
る
も
の
が
多
く
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
切
り
花
用
と
し

て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
け
し
の
仲
間
に
は
、

法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

け
し
は
、
外
観
の
特
徴
か
ら
園
芸

用
の
け
し
と
区
別
で
き
ま
す
。
以

前
か
ら
、
出
水
保
健
所
管
内
に
は

不
正
け
し
が
多
数
自
生
し
て
い

て
、そ
の
多
く
は
ア
ツ
ミ
ゲ
シ（
セ

テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）
で
す
。

　

本
年
度
の
出
水
保
健
所
管
内
の

除
去
本
数
は
２
６
１
５
本
と
県
内

の
総
除
去
本
数
の
62
・
２
㌫
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特

徴
を
知
り
、
見
か
け
た
と
き
は
抜

か
ず
に
出
水
保
健
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
け
し
は
繁
殖
力
が
強
く
、
油
断

　

す
る
と
す
ぐ
に
２
０
１
６
年
度

　

の
状
態
（
下
表
参
照
）
に
戻
っ

　

て
し
ま
い
ま
す
。
根
絶
ま
で
に

　

は
10
年
以
上
の
地
道
な
除
去
が

　

必
要
で
、
種
子
が
で
き
る
前
の

　

除
去
が
重
要
で
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い

「
け
し
」

ア
ツ
ミ
ゲ
シ
の
特
徴

○
花
び
ら
は
４
枚
で
、
色
は
薄
紫

　

で
す
。（
先
端
は
白
に
近
い
）

○
開
花
期
の
草
丈
は
50
～
１
０
０

　

セ
ン
チ
㍍
で
、
土
壌
が
よ
い
と

　

大
き
く
な
り
ま
す
。

〇
葉
、
茎
、
つ
ぼ
み
な
ど
の
外
観

　

は
緑
色
で
、
土
壌
が
よ
い
と
よ

　

く
枝
分
か
れ
し
ま
す
。

〇
葉
、
茎
の
表
面
に
は
ほ
と
ん
ど

　

毛
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
つ
ぼ
み

　

の
が
く
片
や
つ
ぼ
み
の
下
の
茎

　

に
多
少
見
ら
れ
ま
す
。

○
葉
は
互
い
違
い
に
茎
に
つ
き
、

　

葉
の
付
け
根
で
茎
を
巻
き
込
む

　

よ
う
な
形
で
つ
い
て
い
ま
す
。

3,520 3,457 

25,342 

8,452 
2,615 

2,130 3,361

188

3,523

1,587
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H26 H27 H28 H29 H30

除
去
本
数

本

出水管轄内 その他地域

  2014 年　2015 年　2016 年　2017 年　2018 年

【管内に自生していたけし】

 

出
水
保
健
所
衛
生
係
（
☎
�

　

１
６
３
６
（
内
線
２
１
０
））

【
葉
】

【
花
】

【
果
実
】

【
つ
ぼ
み
】

《県内の不正けし除去本数の推移と出水保健所管内の占める割合》
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税
務
署
で
の
確
定
申
告
で
社
会

保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

を
お
支
払
い
さ
れ
て
い
る
方
は
、

納
付
の
確
認
が
で
き
る
も
の
（
次

の
い
ず
れ
か
）
の
提
示
ま
た
は
添

付
が
必
要
で
す
。

〇
納
付
書
で
お
支
払
い
の
場
合 

　

領
収
書

〇
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
場
合 

　

年
金
の
源
泉
徴
収
票

〇
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
の
場

　

合　

通
帳

〇
納
税
通
知
書
（
６
月
（
後
期
高

　

齢
者
保
険
料
に
つ
い
て
は
７

　

月
）
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
そ

　

の
後
、
変
更
が
あ
れ
ば
変
更
通

　

知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。）

〇
納
付
確
認
書
（
本
庁
ま
た
は
各

　

支
所
で
無
料
で
交
付
）

納
付
確
認
書
の
申
請
方
法

　

国
民
健
康
保
険
税･

後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料･

介
護
保
険
料
の

納
付
確
認
書
（
確
定
申
告
等
用
）

は
、
市
税
等
に
係
る
個
人
情
報
で

す
の
で
、
そ
の
申
請
に
は
、
他
の

税
証
明
等
と
同
様
に
、
本
人
確
認

書
類
等
（
代
理
申
請
の
場
合
は
併

せ
て
委
任
状
）
が
必
要
で
す
。

　

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の

申
告
は
お
済
み
で
す
か
？ 

　

会
社
や
個
人
で
工
場
・
商
店
等

を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
や
農
業
・

漁
業
を
さ
れ
て
い
る
方
ま
た
は
賃

貸
業
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
は
、

償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
償
却
資
産
と
は
、
そ
の
事
業
の

　

た
め
に
所
有
し
て
い
る
事
業
用

　

資
産
（
構
築
物
、
機
械
お
よ
び

　

装
置
、
船
舶
、
車
両
お
よ
び
運

　

搬
具
、
工
具
、
器
具
お
よ
び
備

　

品
）
の
こ
と
で
、
毎
年
１
月
１

　

日
現
在
の
状
況
を
申
告
し
な
け

　

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
地
方
税

　

法
第
３
８
３
条
）

　

償
却
資
産
の
申
告
期
限
は
、
１

月
31
日
（
木
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者
は
、

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
書
提
出
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま

　

た
は
各
支
所
総
合
市
民
課
総
務

　

・
税
グ
ル
ー
プ

・

 

本
庁
税
務
課

　

固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

〇
本
人
確
認
書
類

　

窓
口
に
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の

　

免
許
証
等

○
代
理
申
請
の
場
合
の
委
任
状

　

本
庁
税
務
課
、
各
支
所
総
合
市

　

民
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
あ
る
税
証
明
交
付
申
請
書
中

　

の
委
任
状
に
保
険
料
納
付
者
に

　

よ
る
必
要
事
項
の
記
載･

押
印

　

を
お
願
い
し
ま
す
。（
委
任
確

　

認
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

　

任
意
様
式
で
も
可
）

※
配
偶
者
ま
た
は
住
民
票
同
一
世

　

帯
の
方
は
不
要

・

 

本
庁
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
相
談

会
場
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま

す
。

　

ま
た
、
ご
自
宅
で
も
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
申
告

書
を
作
成
し
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ

る
送
信
ま
た
は
印
刷
し
て
郵
送
等

に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
１
月
か
ら
は
、
税
務
署

で
職
員
と
対
面
に
よ
る
本
人
確
認

を
行
っ
た
後
に
発
行
さ
れ
る
Ｉ

Ｄ･

パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
し
て
、

自
宅
等
か
ら
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
Ｉ
Ｄ･

パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
運
転
免
許
証
等

の
本
人
確
認
書
類
を
持
参
の
上
、

税
務
署
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

２
月
18
日
（
月
）
～
３
月
15

　

日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
、
日
を
除
く

 

出
水
税
務
署

※
開
設
期
間
前
は
、
申
告
相
談
会

　

場
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
の

　

で
、
開
設
期
間
に
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
、
混

　

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
な

　

る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

　

用
く
だ
さ
い
。

※
申
告
期
限
間
際
に
な
り
ま
す
と

　

申
告
会
場
が
混
み
合
う
こ
と
が

　

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の

　

申
告
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

熊
本
国
税
局
で
は
、
１
月
16
日

（
水
）
か
ら
３
月
15
日
（
金
）
ま

で
の
間
、
所
得
税･

消
費
税･

贈

与
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
電
話

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、｢

確
定

申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー｣

を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
し
て

い
た
だ
き
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
っ
て｢

０｣

番
を
選
択
し
た
後
、

ご
用
件
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。
相

談
会
場
や
受
付
時
間
な
ど
の
お
問

い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
専
用
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
問
い
合
わ
せ
の
内
容

に
よ
っ
て
は
電
話
を
転
送
し
、
職

員
等
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
か
け
い
た
だ
く
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
、
つ
な
が
り
に
く

い
場
合
や
少
々
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

償
却
資
産
の
申
告
に
つ

い
て

介
護
保
険
料
等
の
納
付

確
認
書
の
申
請
・
発
行

税
務
署
に
よ
る

　
　
確
定
申
告
相
談
会

確
定
申
告
の
ご
相
談
は
、

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

ス
マ
ホ
で
確
定
申
告
♪

　

本
年
１
月
か
ら
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
所
得
税
の
確
定

申
告
書
を
作
成
し
、ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内
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猫
を
飼
う
と
き
は
・
・
・

室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

交
通
事
故
や
病
気
な
ど
の
危
険

か
ら
守
る
た
め
に
、
室
内
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。
猫
は
、
生
活
環
境
を

整
え
て
あ
げ
る
と
、
室
内
で
も
十

分
生
活
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ふ
ん

尿
や
農
園
荒
ら
し
な
ど
で
、
周
り

の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と

も
、
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

不
妊
・
去
勢
を
し
ま
し
ょ
う

　

健
康
な
猫
に
手
術
を
す
る
の
は

か
わ
い
そ
う
、
と
思
う
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
ま
れ
た

子
猫
も
責
任
を
も
っ
て
飼
え
る
で

し
ょ
う
か
。
不
幸
な
命
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
、
不
妊
・
去
勢
手
術

を
し
ま
し
ょ
う
。
不
妊
・
去
勢
手

術
は
、
病
気
の
予
防
や
マ
ー
キ
ン

グ
行
為
の
減
少
に
も
な
り
ま
す
。

所
有
者
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

　

開
い
た
ド
ア
な
ど
か
ら
脱
走
し

た
り
、
突
然
の
災
害
で
行
方
不
明

に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

名
前
や
連
絡
先
を
書
い
た
迷
子
札

を
首
輪
に
つ
け
た
り
、
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
施
す
こ
と
で
、
飼
い
主

の
元
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・

 

本
庁
生
活
環
境
課

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

竹
た け だ

田　茂
しげひさ

久さん
出水市の好きなところは？
　自然が豊かで食べ物がおい
しく、交通の利便性が良いと
ころ。
出水市に望むことは？　
　高齢者やファミリー向けの
イベントはありますが、もっ
と若い人向けのイベントを開
催してほしい。

末
すえひろ

廣　真
ま ゆ

由さん
出水市の好きなところは？
　四季折々の出水を一望でき
る東光山など、自然豊かな出
水が好きです。
出水市に望むことは？　
　私は、あまり都会のような
感じにならなくていいと思い
ます。市民が安心して元気に
暮らせる町だったら、それで
いいです！

　

県
で
は
、
県
営
住
宅
（
出
水
市

分
）
の
空
き
家
待
ち
順
位
登
録
を

行
い
ま
す
。
空
き
家
待
ち
順
位
登

録
と
は
、
入
居
希
望
者
の
中
で
抽

選
を
行
い
入
居
待
ち
の
順
位
を
決

め
て
登
録
し
て
、
空
き
家
が
発
生

し
た
時
に
そ
の
順
位
に
従
い
入
居

案
内
さ
れ
る
方
法
で
す
。

対
象
住
宅　
千
本
付
団
地
、
ラ
ガ

　

ー
ル
出
水
団
地
、西
之
口
団
地
、

　

鶴
亀
タ
ウ
ン
団
地
、
ウ
ッ
ド
タ

　

ウ
ン
高
尾
野
団
地

申
込
書
の
配
布
・
受
付

　

２
月
１
日（
金
）～
同
28
日（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

・

 

（
抽
選
）

　

３
月
12
日
（
火
）
午
後
２
時

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

　

４
階
会
議
室

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

・

 

県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　

株
式
会
社
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動
産

　

出
水
支
所（
県
出
水
庁
舎
１
階
）

　
（
☎
�
７
０
５
６
）

県
営
住
宅
空
き
待
ち
順
位

登
録

２
月
は
、「
猫
の
適
正
飼

養
推
進
月
間
」
で
す

～
お
願
い
と
ご
案
内
～

看
護
師
（
正
規
職
員
）

の
随
時
募
集

　

当
院
で
は
、
す
ぐ
に
で
も
働
い

て
い
た
だ
け
る
看
護
師
の
方
に
、

３
年
以
上
勤
務
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
条
件
に
、
支
度
金
と
し
て

36
万
円
を
交
付
す
る
制
度
を
始
め

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
経

　

営
企
画
課
（
☎
�
１
６
１
１
）

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る

病
院
を
目
指
し
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
２
月
14
日
（
木
）
出
水

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
同
21
日

（
木
）
出
水
市
役
所
で
、
い
ず
れ

も
午
後
６
時
30
分
か
ら
の
開
催
で

す
。
午
後
６
時
か
ら
健
康
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
座
談
会
）
開
催
中
！

　

私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
で
は
、
大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

 

２
月
16
日
（
土
）
午
前
11
時
～
午
後
４
時

 

エ
ル
ガ
ー
ラ
８
階　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
）

対
象
者　
一
般
お
よ
び
高
校
生

内
容　
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
私
立
大
学
や
大

　

学
院
・
短
大
の
講
義
内
容
・
学
習
方
法
・
受
講
手
続
き
に
つ
い
て

　

の
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
参
加
者
に
は
小
冊
子「
大

　

学
通
信
教
育
ガ
イ
ド
」
が
配
ら
れ
ま
す
。）

 

私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　
（
☎
０
３

－

３
８
１
８

－

３
８
７
０
）

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会
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テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
に
子
守
り

を
さ
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
メ
デ
ィ
ア
が
発
達
し
、
生

活
は
便
利
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
メ
デ
ィ
ア
自
体
が
悪
い
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子

ど
も
が
長
時
間
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ

等
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
心
や
か

ら
だ
の
発
達
に
影
響
を
与
え
、
生

活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
に
結
び
つ
く
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
子
ど
も

の
育
ち
や
健
康
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
は
、
遊
び

な
ど
を
通
じ
て
身
近
な
人
と
過
ご

す
こ
と
で
、
人
間
関
係
を
築
き
、

心
と
か
ら
だ
が
成
長
し
て
い
き
ま

す
。
泣
き
止
む
か
ら
と
ス
マ
ホ
な

ど
を
与
え
て
い
る
と
、
人
と
人
の

や
り
と
り
が
な
く
、
親
子
の
会
話

や
体
験
を
共
有
す
る
時
間
が
奪
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

親
子
の
絆
が
深
め
ら
れ
な
く
な

り
、「
自
分
の
気
持
ち
」
を
伝
え

る
言
葉
や
「
他
の
人
の
気
持
ち
」

を
感
じ
る
力
の
発
達
に
支
障
を
き

た
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
な
ど
メ
デ
ィ

ア
と
の
接
触
時
間
を
減
ら
し
、
散

歩
や
外
遊
び
な
ど
の
か
ら
だ
を

使
っ
た
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
の
時
間
を
増
や
し
ま
し
ょ

う
。
親
子
で
過
ご
す
時
間
は
、
会

話
や
体
験
を
共
有
で
き
、
子
ど
も

の
心
や
言
葉
・
か
ら
だ
の
発
達
を

促
し
て
く
れ
ま
す
。

　

日
本
小
児
科
医
会
で
は
啓
発
事

業
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
５

つ
の
提
言
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
使
い
方
を
見
直

し
、
子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
の
時

間
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

５
つ
の
提
言

〇
２
歳
ま
で
の
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ

　

の
視
聴
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

〇
授
乳
中
、
食
事
中
の
テ
レ
ビ
・

　

ビ
デ
オ
の
視
聴
は
や
め
ま
し
ょ

　

う
。

〇
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
へ
接
触
す

　

る
総
時
間
を
制
限
す
る
こ
と
が

　

重
要
で
す
。
１
日
２
時
間
ま
で

　

を
目
安
と
考
え
ま
す
。

〇
子
ど
も
部
屋
に
は
テ
レ
ビ
、
ビ

　

デ
オ
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ

　

ー
タ
ー
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

〇
保
護
者
と
子
ど
も
で
メ
デ
ィ
ア

　

を
上
手
に
利
用
す
る
ル
ー
ル
を

　

作
り
ま
し
ょ
う
。

148

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
来
年
度
の
入
校
生
（
障

が
い
の
あ
る
方
）を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間　
４
月
か
ら
１
年
間

訓
練
科
目　
情
報
電
子
科
、
商
業

　

デ
ザ
イ
ン
科
（
仮
称
）、
建
築

　

設
計
科
、
義
肢
福
祉
用
具
科
、

　

Ｏ
Ａ
事
務
科
、
ア
パ
レ
ル
科
、

　

造
形
実
務
科

募
集
期
間　
２
月
１
日
（
金
）
～

　

同
21
日
（
木
）

試
験
日　
３
月
４
日
（
月
）

そ
の
他

〇
受
験
料
、授
業
料
は
無
料
で
す
。

〇
通
校
困
難
な
方
の
た
め
に
寮
を

　

併
設
し
て
い
ま
す
。

〇
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を

　

受
け
ら
れ
た
方
は
、
雇
用
保
険

　

の
延
長
、
訓
練
手
当
・
職
業
訓

　

練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け

　

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

 

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開

　

発
校
（
☎
０
９
９
６

－

４
４

－
　

２
２
０
６
）

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
来
年
度
入
校

生
を
募
集

募
　
　
　集

募
　
　
　集

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
川
内
支
部
に
お
い
て
取
り
扱
っ
て
い
る
不
動

産
執
行
事
件
お
よ
び
債
権
執
行
事
件
（
管
轄
区
域
：
薩
摩
川
内
市
、

薩
摩
郡
（
さ
つ
ま
町
）、
出
水
市
、
阿
久
根
市
、
出
水
郡
（
長
島
町
））

に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
す
べ
て
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
本

庁
に
お
い
て
取
り
扱
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
２
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
は
、
前
記
の
事
件

に
つ
い
て
、
川
内
支
部
お
よ
び
本
庁
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
本
庁
（
鹿
児
島
市
山
下
町
13
番
47
号
）

　

不
動
産
執
行
係
（
☎
０
９
９

－

８
０
８

－

３
７
４
１
）

　

債
権
執
行
係
（
☎
０
９
９

－

８
０
８

－

３
７
４
３
）

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://w
w

w
.courts.go.jp/kagoshim

a/

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
～
事
件
の
取
り
扱
い
変
更
～

　

映
画
「
か
ぞ
く
い
ろ
」
の
公
開
を
記
念
し
、
１
日
乗
り
放
題
で
、

沿
線
の
飲
食
店
な
ど
で
使
え
る
特
典
も
付
い
た
お
得
な
切
符
を
販
売

中
で
す
。

発
売
期
間　
２
月
28
日
（
木
）
ま
で

発
売
額　
２
０
０
０
円
（
税
込
）
※
大
人
・
小
人
同
額

※
県
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
利
用
促
進
協
議
会
の
助
成
に
よ
り
、

　

１
８
０
０
円
で
購
入
で
き
ま
す
。（
予
算
上
限
に
達
し
次
第
、
通

　

常
価
格
２
０
０
０
円
で
の
販
売
と
な
り
ま
す
。）

※
発
売
箇
所
や
提
携
店
舗
な
ど
詳
し
く
は
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

県
庁
交
通
政
策
課
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
４
６
５
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kansen@
pref.kagoshim

a.lg.jp

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

　

『「
か
ぞ
く
い
ろ
」
き
っ
ぷ
』
の
ご
案
内
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注
文
し
た
覚
え
の
な
い
荷
物
は

　
　
　
　
　
　
　
受
け
取
ら
な
い

　

天
皇
陛
下
退
位
・
即
位
に
便
乗

し
て
の
送
り
付
け
商
法
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

荷
物
は
、
受
け
取
る
べ
き
か
確

認
し
て
か
ら
受
け
取
り
ま
し
ょ

う
。

事
例

　

見
知
ら
ぬ
事
業
者
か
ら
「
平
成

か
ら
年
号
が
変
わ
る
。
天
皇
陛
下

の
ア
ル
バ
ム
を
買
わ
な
い
か
。」

と
電
話
が
あ
り
、
皇
室
に
興
味
が

あ
っ
た
の
で
、
少
し
話
を
聞
い
て

し
ま
っ
た
。

　
「
本
来
８
万
円
だ
が
、
３
万
８

千
円
で
買
え
る
。」
と
言
わ
れ
た
。

　

最
終
的
に
断
っ
た
の
に
一
方
的

に
自
宅
に
ア
ル
バ
ム
が
送
付
さ

れ
、
事
情
を
知
ら
な
い
夫
が
受
け

取
っ
て
し
ま
っ
た
。

ひ
と
こ
と
助
言

〇
話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
断
り
に

　

く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
購

　

入
す
る
意
思
が
な
い
場
合
は
、

　

早
い
う
ち
に
は
っ
き
り
と
断
り

　

ま
し
ょ
う
。

〇
注
文
や
、
承
諾
し
て
い
な
い
商

　

品
が
届
い
た
場
合
は
、
事
業
者

　

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
メ
モ

　

し
た
上
で
、「
受
け
取
り
拒
否
」

　

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
電
話
勧
誘
の
場
合
は
、

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
手
続
き

　

を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
受
け
取
り
拒
否
し
て
も
、
宅
配

　

業
者
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。「
誰
が
注
文
し

　

た
か
分
か
ら
な
い
荷
物
は
受
け

　

取
ら
な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
を

　

家
族
で
作
っ
て
お
く
の
も
一
つ

　

の
方
法
で
す
。

〇
困
っ
た
と
き
は
お
早
め
に
消
費

　

生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
８

天
皇
陛
下
の
退
位
に

　
便
乗
し
た
商
法
に
ご
注
意

窓
口
や
川
内
年
金
事
務
所
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
手
続
き
の
際

に
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

が
確
認
で
き
る
も
の
と
運
転
免
許

証
な
ど
の
身
分
証
明
書
、
金
融
機

関
届
出
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限
に
つ
い
て

　

口
座
振
替
で
来
年
度
分
１
年
前

納
（
４
月
～
９
月
ま
で
の
６
カ
月

前
納
と
２
年
前
納
も
含
む
）
の
申

込
締
切
日
は
２
月
末
日
で
す
。
す

で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い

る
方
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
引
落
し
方
法
の
変
更

を
す
る
場
合
は
締
切
日
ま
で
に
再

度
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
注
意
事
項

　

残
高
不
足
で
口
座
振
替
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
は
、
翌
月
末
振
替

に
切
り
替
わ
り
、
割
引
も
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
で
１

年
前
納
・
２
年
前
納
ま
た
は
６
カ

月
前
納
を
初
め
て
申
し
込
ま
れ
た

方
は
、前
納
の
保
険
料
額
に
加
え
、

前
年
度
の
３
月
分
の
保
険
料
が
同

時
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
残

高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

▽
野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
：
代
表
）

▽
川
内
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

５
２

　

７
６
）

ら
翌
年
３
月
分
の
前
納
。
年
間

２
２
２
０
円
の
割
引
に
な
り
ま

す
。（
本
年
度
割
引
額
）

③
毎
月
納
付
（
当
月
末
振
替
）

　

通
常
の
毎
月
納
付
（
翌
月
末
振

替
、
割
引
な
し
）
よ
り
１
カ
月
早

く
口
座
振
替
さ
れ
ま
す
。
毎
月
50

円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

④
２
年
前
納

　

２
年
分
の
保
険
料
を
前
納
。
２

年
間
で
１
万
５
６
５
０
円
の
割
引

に
な
り
ま
す
。（
本
年
度
お
よ
び

来
年
度
割
引
額
）

口
座
振
替
の
手
続
き
方
法

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
本

庁
・
各
支
所
（
市
役
所
）
の
年
金

担
当
窓
口
の
ほ
か
、
金
融
機
関
の

保
険
料
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替

に
よ
り
納
付
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
の
窓

口
に
行
く
必
要
が
な
く
、
納
め
忘

れ
を
防
げ
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
前

払
い
（
前
納
）
す
る
こ
と
で
保
険

料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

①
１
年
前
納

　

４
月
か
ら
翌
年
３
月
分
の
１
年

度
分
の
前
納
。
納
付
書
で
毎
月
納

め
た
と
き
と
比
較
し
て
４
１
１
０

円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。（
本
年

度
割
引
額
）

②
６
カ
月
前
納

　

４
月
か
ら
９
月
分
、
10
月
か

開 催 日　３月 27 日（水）
開 催 場 所　本庁１階多目的ﾎｰﾙ
開 催 時 間
　午前 10 時～午後 3 時 30 分

（正午～午後 1 時除く）
相談内容

老齢年金、遺族年金等の請求手続
き、年金受給見込額　など

相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
    ☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）
※年金相談は１日につき最大で 18

人（午前 8 人、午後 10 人）で先
着順となります。

３月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
生
活
環
境
課
内
）

　
（
☎
�
６
２
０
３
）
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≪幼児・小学生≫
● くろグミ団は名探偵　消えた楽譜　　ユリアン・プレス　作・絵
● だーるまさんだーるまさん　　　おおなり　修司　文
● ねこのオーランドーたのしい日々　キャスリーン・ヘイル　作
● おとのさま、ほいくしさんになる　中川　ひろたか　作
● わたしのおじさんのロバ　　　　トビー・リドル　作
● ハニーのためにできること　　　　　　楠　章子　作
● とろとっと　　　　　　　　　　　　内田　麟太郎　文
● ゆかいな床井くん　　　　　　　　　　戸森　しるこ　著
● おおかみのおなかのなかで　マック・バーネット　文
● つちをほらなくなったスチームショベル　ジョージ・ウォルターズ　文

・・・・・等
≪中学生・高校生≫
● むこう岸　　　　　　　　　　　　　安田　夏菜　著
● 願いごとの樹　　　キャサリン・アップルゲイト　作
● ジュリアが糸をつむいだ日　リンダ・スー・パーク　作

・・・・・等
≪一般≫
● 麒麟児　　　　　　　　　　　　　　　冲方　丁　著
● テレビ探偵　　　　　　　　　　　　小路　幸也　著
● 駄目な世代　　　　　　　　　　　　酒井　順子　著
● 羅針盤は壊れても　　　　　　　　　西村　賢太　著
● あなたの愛人の名前は　　　　　　　島本　理生　著
● 本と鍵の季節　　　　　　　　　　　米澤　穂信　著
● この地上において私たちを満足させるもの　乙川　優三郎　著
● フランス座　　　　　　　　　　　ビートたけし　著
● おとぎカンパニー　　　　　　　　　田丸　雅智　著
● キンモクセイ　　　　　　　　　　　　今野　敏　著
● 光まで５分　　　　　　　　　　　　桜木　紫乃　著
● 作りかけの明日　　　　　　　　　　三崎　亜記　著
● 残心　　　　　　　　　　　　　　　　鏑木　蓮　著
● 私に付け足されるもの　　　　　　　　長嶋　有　著
● コヨーテの翼　　　　　　　　　　五十嵐　貴久　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ２月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

18日

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）午前９時～午後６時

5日～9日
（蔵書点検のため）

15日
12日～16日

（蔵書点検のため）
野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

２月のおはなし会・親子読書会のご案内

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

6、13、20、27日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

4、11、18、25日
午後４時～

親子読書教室
「すくすく」

12日（火）、26日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

7、21、28日
午後４時～

だっこでギュッ 7日（木）午前10時30分～

夜のおはなし会 23日（土）午後7時～

2019 年２月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

２月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

５日
19日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
６日
20日

菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50
７日
21日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
不動野集落 14：55～15：15

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
14日
28日

受口自治公民館 10：40～11：00
熊野神社前 14：10～14：30

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

８日
22日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
米ノ津駅前広場 14：55～15：15

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索

蔵書点検による休館のお知らせ
　高尾野図書館と野田図書館では蔵書（図書資料）整
理・点検のため、次のとおり休館します。

高尾野図書館：２月５日（火）～同９日（土）
野田図書館：２月 12日（火）～同 16日（土）

　皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、図書館の
大切な仕事の一つですので、ご理解くださいますよう
お願いします。
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ほど大いに盛り上がりました。

　また、出水市防犯協会長の椎木伸一出水

市長から、応援に駆け付けたマーチングバ

　12月９日（日）、出水警察署で年末年始特 ンドの皆さんには防犯グッズが、安全・安

別警戒の出発式が実施されました。 心の出水のまちづくりに日夜活躍している

　当日は、冷たい北風が吹く中、多数のボラ 防犯パトロール隊連絡協議会には燃料支援

ンティア団体や関係者が参加して行われ、西 費が贈られました。最後に、警察車両、防

出水小学校マーチングバンドの演奏や「いず 犯パトロール隊が隊

みとりとりガールズ」、「三超天聖（さんちょ 列を組んで市内

うてんせい）イズミライ」、「飛来将軍（ひ の特別警戒パト

らいしょうぐん）ジェネラルカーク」に警察 ロールに出発し

署員を交えた寸劇もあり、寒さも吹き飛ばす ました。

　12月18日（火）、各地区自主防犯パトロール隊と警察車両

との合同による年末特別パトロールが実施されました。

　当日は、交通安全協会で出発式が行われ、式では松元重忠

防犯パトロール隊連絡協議会長から、各隊の代表者に燃料支

援費が贈呈されました。

その後、鶴田忍署長の挨拶があ

り、最後に防犯パトロー

ル隊代表の出発申告を合

図にクリスマス時季の寒

空の中、車両総数53台が特別

パトロールに出発しました。

参加者の皆さん、
ありがとうございました。

出水市防犯協会６３－１５００問い合わせ先

２０１８年
1２  月  中

1２月末累計
※（　）内の数字は前年同期比

＜平成３１年２月号＞

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

２０１８年

＜出水警察署管内＞　　　　   　

発生件数 死　者

（暫定値）

負傷者

交通事故発生状況（人身）

スマートフォンにはフィルタリング年末特別パトロール

年末年始特別警戒出発式
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64
年
の
歴
史
に
幕

お
別
れ
見
学
会

　12月19日と20日、高尾野支所で庁舎のお別れ見学
会が行われました。これは、同21日に開催された閉
所式に先立ち行われたものです。
　初日には高尾野小学校２年生（約70人）が同所を訪
れ、床や壁などに絵やメッセージなどを楽しそうに
描いていました。
　新支所庁舎完成（2020年秋）までの間、支所業務は
高尾野公民館で行われます。

古
典
に
親
し
む出

水
商
業
高
校

　12月13日、出水消防署で小型動力ポンプの貸与式
が行われ、市消防団第６分団第３部（大川内地区）、
第７分団第３部（荘地区）に新型小型動力ポンプが貸
与されました。この貸与（更新）に伴い、山間部およ
び沿岸部を管轄する各部にとって、機動力の向上が
見込まれ、市民の安全安心を確保する上で大変心強
いものとなります。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
貸
与

出
水
消
防
署

　１月６日、新春恒例の消防出初め式が行われ、消
防署員や消防団員ら471人が参加しました。
　尾野島消防団長を先頭に消防団員らが入場し、観
閲後、消防活動に功績のあった団員らへの表彰式が
行われたほか、通常点検や消防ポンプ操法などの実
技が行われました。広瀬河原では、一斉放水が行わ
れ、今年１年の防火・防災を願いました。

防
火
・
防
災
を
願
っ
て

消
防
出
初
め
式

　12月16日、「第13回市内地区対抗駅伝競走大会」が
市陸上競技場発着で開催されました。冷たい雨と北
風が吹き抜ける中、小中高校生、一般で構成された
11チーム154人のランナーが14区間を熱く駆け抜け
ました。優勝は高尾野地区、準優勝は西出水地区、
３位は米ノ津東地区でした。なお、Ｂクラス優勝は
米ノ津東地区、Ｃクラス優勝は荘地区、また、昨年
度記録より４分43秒短縮した出水地区が躍進賞に輝
きました。

高
尾
野
地
区
２
連
覇

市
内
地
区
対
抗
駅
伝

　12月９日、市文化会館で「出水音楽祭2018」が開催
されました。
　和太鼓の演奏で幕が開け、合唱団やマーチングバ
ンド、吹奏楽部など15団体の迫力のある生演奏や美
しい歌声が披露されました。
　最後は、出演者と観客で全体合唱を行い、素敵な
ハーモニーで会場がひとつになりました。

音
楽
の
祭
典市

自
主
文
化
事
業

　１月 11 日、出水商業高校で恒例の新春「百人一首」
カルタ大会がありました。日本の伝統文化である百
人一首に親しみ、古典文化への理解を深めるととも
に、感性を磨くことを目的に開催し、今年で 43 回目。
　50 枚の持ち札が早くなくなった方が勝ちとなる

「源平戦」と呼ばれる競技方法で競われ、カルタを
取り合う生徒の歓声が会場内にあふれていました。
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼
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（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

宇う

つ

ぎ
津
木　

愛あ

い

な奈
（
愛
生
・陽
子
）

北き
た
ぞ
の園　
　
　

希ま
れ

（
将
志
・
舞
）

鳩は

と

の野

公ひ
ろ
ゆ
き之
（
貴
啓
・奈
緒
子
）

鶴つ
る
ぞ
の薗

美み

さ

き咲
（
広
樹
・恵
里
香
）

上う

え

の野

愛あ

い依
（
省
二
・麻
美
子
）

餅も

ち

い井

美み

お緒
（
祥
太
・璃
奈
）

栫か
こ
い　
　
　

あ
お
葉ば

（
智
和
・美
香
）

新に

つ

た田　
　
　

雫
し
ず
く

（
裕
矢
・明
子
）

長な
が
み
ち道　
　
　

詩う
た

（
成
二
・茉
矢
）

東ひ
が
し　
　
　

美み

ゆ

う侑
（
慎
也
・美
咲
）

金か

ね

こ子

依え

な直
（

直

）

上う

え

の野

乙お

と

か花
（
年

洋
）

川か
わ
ば
た畑

ゆ

い
（
友
樹
・千
真
）

細ほ
そ
や
ま
だ

山
田　

詩し

お

ん音
（
真
司
・志
保
）

山や
ま
か
ど角

優ゆ

う

と斗
（
航
大
・愛
理
）

永な

が

の野　
　
　

凜り
ん

（
隼
人
・
愛
）

小こ

じ

ま島

太た
い
よ
う耀
（
智
也
・美
紗
希
）

本も

と

い井　

日ひ

な

こ
奈
子
（
綾
治
・千
恵
）

福ふ

く

だ田　
　
　

薫
か
お
る

（
光
太
郎
・明
日
美
）

堂ど
う
ざ
き﨑

陽ひ

な

た向
（
太
尊
・明
菜
）

黒く
ろ
か
み神　
　

桃も
も

（
聡
・
久
美
）

白し
ら
い
し石

栞か

ん

な愛
（
勇

太
）

山や
ま
し
た下

茉ま

ほ穂
（
大
作
・真
理
子
）

岩い
わ
し
た下

幸こ

う

が翔
（
幸
生
・彩
香
）

長な
が
や
ま山

蒼そ

う

た空
（
愛
生
・絵
美
）

本も
と
な
か
の

中
野　

莉り

ほ帆
（
翔
吾
・鈴
香
）

肱ひ
じ
く
ろ黒

心こ

こ

な那
（
祐
輔
・美
奈
子
）

宮み
や
は
ら原

凛り

ん

か花
（
卓
巳
・夢
実
夏
）

伊い

と

う藤

慧け

い

と音
（
博
文
・久
美
子
）

（
12
月
１
日
～
12
月
31
日
届
け
出
分
）

　
（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

濵　
　
　

賢　

一
87

切

通

永　

田　

耕　

一
84
野
添
下（
高
尾
野
）

杉　

川　

ミ　

キ
88

下

山

鍋　

野　

ト　

シ
87

宇
都
野
々

吉　

田　

忠　

司
81

鹿

島

松　

岡　

淳　

子
80
鶴
亀
タ
ウ
ン

海
老
谷　
　
　

亮
82

名
古
中

平　

山　

憲　

満
83
上
大
野
原（
出
水
）

肝　

付　

路　

子
71

山

崎

勝　

下　

キ　

ミ
95
石
坂（
出
水
）

野　

付　

文　

夫
89

西

町

遠　

竹　
　
　

望
92

安

原

西　
　
　
　
　

昇
93
下
大
野
原（
出
水
）

南　
　
　

幸　

次
85

横

尾

岩　

下　

マ
ツ
子
89

名
古
西

水　

守　
　
　

保
84

大
久
保

井
手
口　

公　

子
76

中

川

野　

中　
　
　

孝
64

溝

下

山　

﨑　

一　

男
88

野
添
下

山　

下　

重　

夫
90

広

瀬

藤　

堂　

輝　

正
80

花
立
東

馬
見
塚　
　
　

澪
24

築

港

栗
毛
野　

政　

夫
85

栗
毛
野

一
丁
田　

ス
ナ
ヲ
85

早

馬

山　

下　

靜　

子
94

上
水
流

田　

畑　

ミ　

ヱ
94

東
水
流

森　

木　

正　

行
79

今

村

有　

水　

春　

義
81

白
木
川
内

松　

原　

マ
ツ
ノ
88

新
蔵
中

柚　

木　

チ　

リ
87

広

瀬

山　

崎　

八　

郎
89

上
村
東

松　

井　

秋　

義
89

蕨

島

小　

田　

正　

德
98

千
本
付

橋　

口　

英　

子
86

名
古
東

宮　

後　

勝　

已
77

六
月
田
中

小　

村　

タ
マ
ヱ
90

下
餅
井

髙　

野　

政　

治
85

上
村
西

古　

城　

重　

夫
87

柴

引

宮　

原　
　
　

浩
78

鹿

島

杉　

元　

ヨ
シ
ヱ
77

名
古
東

堂　

前　
　
　

覚
83

西
水
流

山　

下　

正　

一
70

平
和
団
地

宮　

﨑　

重　

利
73
下
高
尾
野
上

出　

水　
　
　

昇
82

西

通

山　

下　

ミ
ヨ
コ
93

太

田

河　

末　

千　

代
81

上
山
崎

井　

下　

ヤ
エ
ノ
94

広

瀬

田　

中　

道　

良
90

花
立
東

井　

手　

ミ
カ
子
80

平
松
西

（
12
月
１
日
～
12
月
31
日
届
け
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　

 〈
敬
称
略
〉

鍋　

野　
　
　

広
（
宇
都
野
々
）

永　

田　

マ
ツ
ヱ
（
野
添
下（
高
尾
野
））

大　

野　

真
知
子
（
愛
媛
県
）

濵　
　
　

芳　

子
（
切

通
）

吉　

田　

道　

子
（
鹿

島
）

山　

崎　

八　

郎
（
上
村
東
）

勝　

下　

富　

夫
（
石
坂（
出
水
））

肝　

付　

兼　

治
（
山

崎
）

平　

山　

勇　

二
（
上
大
野
原
）

中　

村　

芽
久
美
（
安

原
）

南　
　
　

ヨ
シ
子
（
横

尾
）

黒　

下　

み
ど
り
（
八
幡（
出
水
））

末　

吉　

和　

人
（
名
古
中
）

野　

付　

ミ
サ
エ
（
西

町
）

水　

守　

早　

苗
（
大
久
保
）

井
手
口　

公　

子
（
中

川
）

池　

田　

裕　

子
（
熊
本
県
）

山　

下　
　
　

優
（
上
水
流
）

田　

畑　

峰　

子
（
東
水
流
）

栗
毛
野　

昭　

年
（
栗
毛
野
）

松　

原　

幸　

一
（
新
蔵
中
）

丸　

鶴　
　
　

誠
（
鹿
児
島
市
）

塩　

山　

浩　

文
（
今

村
）

柚　

木　

康　

弘
（
広

瀬
）

小　

田　

花　

子
（
千
本
付
）

松　

井　

美
千
代
（
蕨

島
）

野　

中　

幸　

恵
（
溝

下
）

橋　

口　

信　

孝
（
名
古
東
）

髙　

野　

キ
ヨ
子
（
上
村
西
）

宮　

後　

法　

仁
（
六
月
田
中
）

佐　

原　

健　

司
（
表
郷
東
）

宮　

原　

清　

子
（
鹿

島
）

島　

本　

浩　

子
（
柴

引
）

山　

下　

洋　

子
（
平
和
団
地
）

土　

屋　
　
　

馨
（
西

通
）

山　

下　

隆　

志
（
太

田
）

一
般
寄
付

小　

畑　

み
ち
子
（
出
水
市
野
田
町
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ
の
掲
載

を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け
出
の
際
に
お
知

ら
せ
い
た
だ
く
か
、
本
庁
企
画
政
策
課（
☎
�

４
１
２
０
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

２　　　　　月
日 医　療　機　関　名

３日（日）

［当］ よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖田 ☎63－7800

［当・児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62－0167

［当］ いまむらクリニック 泌尿器・内科 阿久根市 ☎73－1700

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

10日（日）

［当］ よう皮ふ科医院 皮膚科 鹿島 ☎63－1112

［当］ 東医院 整形外科 六月田中 ☎67－1861

［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64－6100

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

11日（月）

［当］ つかさとクリニック 内・神経内科 今釜西 ☎67－5560

［当］ 吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎62－0170

［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72－0420

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595

17日（日）

［当］ 高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎82－0017

［当］ 楠元内科医院 内科 千本付 ☎62－8600

［当］ 北国医院 外・整形外科 阿久根市 ☎72－0016

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

［児］ こどもクリニック永松 鹿島 ☎64－1500

24日（日）

［当］ 来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84－2005

［当］ 市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63－3151

［当］ 脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75－2121

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時〜同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時〜翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
２月17日

金 子 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2150 栄 町

高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64−2110 上 の 原

ポ ポ ロ 薬 局 ☎63−4630 千 本 付

か し ま 薬 局 ☆ ☎63−3970 鹿 島

２月24日

塩 山 歯 科 医 院 歯科 ☎62−2634 中町（出水）

ス マ イ ル 薬 局 ☎84−2430 田 多 園

第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63−1177 沖 田

会 営 薬 局 ☆ ☎64−8280 早 馬

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
２月１日～３日 川 島 工 建 ☎63−6685

携帯電話
（090−7397−7898）

軸薗設備工業 ☎82−0889

携帯電話
（090−7154−7490）

２月４日～10日 出水合同電設 ☎62−0676 柏 木 産 業 ☎82−1474

２月11日～17日 山門電気商会 ☎67−1066 三 友 建 設 ☎82−0173

２月18日～24日 司 工 業 ☎63−7485 別府水道住宅設備 ☎84−2080
２月25日～28日 岩 﨑 電 設 ☎62−1414 樋 口 電 設 ☎85−5901

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2018年12月１日～同12月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ２件（±０） ２件（±０） ０人（±０） ０人（−１） 184件（−24） 106人（−５）
2018年の累計 ９件（−８） ９件（−６） ０人（−１） ０人（−１） 2,276件（＋81） 1,399人（＋199）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

２月の主な行事

２月３日

太田歯科クリニック 歯科 ☎84−4700 仲町（野田）

こ が ね 薬 局 ☎64−1132 沖 田

２月10日

ち ゃ え ん 歯 科 歯科 ☎67−2325 六月田下

あ す か 薬 局 ☎63−7322 鹿 島

スマイル薬局出水店 ☎67−2055 六月田下

そ う ご う 薬 局 ☆ ☎64−8161 早 馬

２月11日

中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82−0020 町（高尾野）

いまがま調剤薬局 ☎65−7550 今 釜 西

クレイン調剤薬局 ☎63−4300 栄 町

16日（土）▶第２回歴史講座（午後２時・市中央図書館）

23日（土）▶生涯学習・福祉ボランティアフェスタ（午前9時20分・市文化会館ほか）

24日（日）▶野鳥観察会（午前９時・クレインパーク周辺）

24日（日）▶市少年少女合唱団定期演奏会（午後１時30分・市音楽ホール）

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
☆小児科当番薬局　　午前 10 時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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12
月
22
日
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
福
ノ
江
、
東
干
拓
、
荒
崎
周
辺

で
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
少
数
ヅ
ル
や
足
環
を
付
け
た
ツ
ル

を
観
察
し
、記
録
を
つ
け
て
い
く
調
査
で
し
た
。

　

観
察
地
点
で
は
、
何
千
羽
の
中
か
ら
カ
ラ
ダ

の
特
徴
を
見
極
め
、
カ
ナ
ダ
ヅ
ル
や
ク
ロ
ヅ
ル

等
を
見
つ
け
出
し
た
り
、
足
環
の
色
や
番
号
を

確
認
し
、
そ
の
ツ
ル
の
調
査
記
録
を
た
ど
り
、

渡
来
や
行
動
状
況
の
把
握
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
の
野

鳥
も
観
察
す
る
中
、

渡
っ
て
く
る
数
が

少
な
い
コ
ク
マ
ル

ガ
ラ
ス
（
白
黒
模

様
）
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
充

実
し
た
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
な
り

ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

『今月の問題』
冬の出水では 4 種類のカラスを観
察できます。ハシボソガラス、ハ
シブトガラス、コクマルガラスの
他、あと一種類は何でしょうか？
Ａ　ホシガラス
Ｂ　ミヤマガラス
Ｃ　ハシマルガラス

先月号のクイズと答え
正月７日の朝に食べる風習がある七草
がゆの中の「スズナ」の意味は何でしょ
うか？
Ａ　神を呼ぶ鈴
Ｂ　幸福が鈴なりに
Ｃ　魔よけの鈴
答えはＡ　神を呼ぶ鈴でした。

　県・全国大会で素晴らしい成績を収め市役所を
訪れた米ノ津中学校の皆さん。

【全国大会（弓道、柔道）】
弓道：男子個人３位　鳥羽瀬健太（前列左端）
柔道：男子個人 73㎏級準優勝　川村虎白（前列
左から２番目）

【県大会（卓球）】　女子団体２位（写真右から江
﨑彩華、山本梨央、田中月渚、宮後真悠、堂脇茜
李、江尻加奈）

お
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と
う
ご
ざ
い
ま
す

　県高校選手権弓道大会男
子団体の部で 17 年ぶりに
優勝し、全国大会出場を前
に市役所を訪れた出水工業
高校弓道部の皆さん（写真
前列左から松下雄磨、日髙
幸浩、小畑輝寿、竹添柊二）。

　第 34 回日本少年野球九州大会小
学の部で創部９年目で初優勝し、全
国大会出場を前に市役所を訪れた鹿
児島出水ボーイズ小学部（硬式野球）
の皆さん。（写真前列左２番目から
山本十夢、田中星凪、橋本康世）

　県・九州大会で素晴らしい成績を収め市役所を
訪れた出水中学校の皆さん。

【九州大会（木工チャレンジコンテスト）】
３位　米澤龍（写真前列右端）
４位　神田琴乃（前列右から２番目）

【県大会（駅伝）】　男子２位（写真最前列左から
石岡大侑、石丸惇那、石原壱心、濵島将治、市森
歩望、玉目陸、２列目左から吉元鷹士郎、岡本龍
聖、松本虎太朗、永野広大、山床春翔）

　長年にわたり交通安全母の会
会員として地域における交通安
全運動に献身的に尽力されたこ
とに対し、同会連絡協議会会長
から表彰された原田圭子さん

（写真右から２番目）。

　長年にわたり申告納税制度の
普及発展に努め納税思想の向上
に尽力され納税道義の高揚に寄
与されたことに対し、国税庁長
官から表彰された本村満彰さん

（写真右から２番目）。

　長年にわたり自治会等地
縁による団体において、良
好な地域社会の維持および
形成に寄与されたことに対
し、総務大臣から表彰され
た東山義夫さん（写真左　
鹿島自治会）。




